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 FMUメディカルラボ2024＠福島市こむこむ館 フォトレポート来場御礼T O P I C

医大生と一緒に
医療体験！

※医療-産業トランスレーショナルリサーチセンター

ご来場いただきました皆様、福島市こむこむ

館、臨床工学センター、医学部病理病態診断

学講座、災害医療部並びにご協力いただきま

したすべての皆様に心より感謝申し上げます。

ランナーのみなさまお疲れ様でした！
ふくしまシティハーフマラソン応援

NEWS

　令和６年５月19日（日）に福島市で開催され

た「福島シティーハーフマラソン」で、本学の

学生と、福島医大で治療を受ける子どもや家族

を支援するNPO法人「パンダハウスを育てる

会」がランナーを応援しました。

　本学からは、「広報サークルPR-Lab」「赤十字

奉仕団」「ストリートダンスサークルZACC」の

3団体を中心に１７名の学生が参加しました。

　「パンダハウスを育てる会」は、本学附属病院

に入院している子どもとその家族のサポートを

行っている団体です。

　同団体の活動を、県内外の人に広く周知する

ために、本学の学生が協力を申し出て、同法人

のホームページを参照できる二次元バーコード

を印刷した手作りのうちわを振って、大会会場や

沿道でランナーにエールを送りました。
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医療を身近に感じ興味関心を抱いて
もらい、福島で医療に携わる人材に
なってほしい。
参加したお子さん自身の健康を考え
るきっかけになってもらいたいと、本
学学生サークルによる企画。

本学各部門合同で実施予定。
医師、看護師お仕事体験実施予定。
❶SDGs未来博
日時：8月10日（土）、11日（日）
場所：郡山ビックパレット

❷アオウゼお仕事体験
日時：8月18日（日）
場所：福島市アクティブシニア
　　 センター・アオウゼ

告 知

学生サークル FMUPR-Lab

学生サークル 福島県立医科大学ぬいぐるみ病院



INFORMATION

NEWS県内の脳死移植体制の拡充を目指した移植医療支援室開設
　今後は県全域の高次医療機関と連携し、体制整

備の支援に加え、実際の脳死判定・臓器摘出時に必

要に応じ医師、看護師、検査技師等を派遣する体制

を整え、県内の脳死移植体制の拡充を目指します。

●看護学部 2024年７月  ６日（土） 13:00～16:00
●医学部 2024年７月13日（土） 10:30～15:00
●保健科学部 2024年７月13日（土） 10:00～16:00
●別科助産学専攻 2024年７月13日（土） 10:00～12:00

開催日時 

会　　場

オープンキャンパス2024開催告知

事前予約不要

（医学部、看護学部、別科助産学専攻）
福島県立医科大学光が丘キャンパス
（保健科学部）
福島県立医科大学福島駅前キャンパス

「人を想い、地域を支えていく」をメッセージテーマに掲げ、学部紹介、模擬講義
などの体験プログラム、在校生への質問コーナーなど「福島県立医科大学」を
丸ごと体感できるプログラムを用意。

R e p o r t

　令和６年５月28日（火）、第44回福島県立医

科大学志らぎく会総会及び学生との懇談会が

開催されました。

　志らぎく会は、「医学の進歩と発展のため

に自らの遺体を無条件無報酬で福島県立医

科大学に献ずる」という崇高な精神の元に多

くの会員が集い、総会員数は4,500名を超

し、すでに献体された会員も1,928名に達し

ています。

  総会では、現況報告や昨年度に実習で使用

した遺体数の報告がされました。

　また、総会に先立ち開催された懇談会では、

実際に解剖実習を行っている学生に、志らぎく

会会員の皆様それぞれの献体に込めた思いが

語られました。

　献体を通じて学ぶことは、単に知識や技術

の習得にとどまらず、医療人としての心構えや

倫理観も深く養うことができます。これらの学

びを通じて、より優れた医療従事者となること

が期待されます。

　本学附属病院移植医療部は令和６年６月１日

（土）より院内に「移植医療支援室」を開設しました。

　救命救急センター等を持つ福島県内の高次医

療機関に対し脳死判定から臓器摘出までをサポー

トし、脳死移植体制の更なる拡充を目指します。

　当移植医療部は平成29年の設立以降、院内に

おける臓器提供体制の整備に重点を置いてき

ました。

  移植医療支援室の活動の最も重要な点

は、脳死下臓器提供の具体的な支援を県

内の他施設に対して行うことです。

　提供の体制が整っていない施設におい

ては、患者さんやご家族に提供の意思があっ

てもかなえられないことが起こり得ます。

　提供の意思を確実に生かし、そして

臓器移植によって救われる患者さんたち

にその命をつなげるために、県全体の脳死

下臓器提供体制を拡充していく必要が

あります。

　この活動は公益社団法人日本臓器移

植ネットワークが行う「令和６年度臓器提

供施設連携体制構築事業」からの助成金

をもとに行われ、移植医療支援室専従の

移植コーディネーターを配置します。

　県内の連携施設に対し行う具体的な

支援の内容は、大きく分けて

①脳死ドナー発生時の情報共有と支援、

②各施設の臓器提供体制整備、③関係

者の教育・研修や連携施設との定期的な

会合の開催が挙げられます。

　脳死下での臓器提供が終末期医療の選

択肢の一つであり、提供された臓器が多く

の命を救うことができるということを、もっ

と多くの人に知ってもらう必要があります。

　そのためには、当移植医療支援室の活動

を医療従事者や一般の方々に向けて積極

的に発信し続けることが、脳死移植の普及

につながると考えています。

　まずは、県内の主要な医療機関との情報

共有体制を構築し、情報収集を進め課題

抽出から始めます。

第44回志らぎく会総会開催

詳細はこちらから

移植医療支援室の活動内容 今後の展望移植医療支援室の意義
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